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§1. 序 論























































1) 変換 ui- Ⅴ卜1+ vi+I-2vi の時
原方程式は
vi- eui十 C である0







1' 片指数型の~階化oこれは こi-∑cjpj pj-5:Djeuj の形を指すoJ
Cj,Djは次のような演算によって求め得るo
1 - 1
































千ui-pトl+ pi+1+2pipi- er卜1+ eri十1- 2eri●
これはHamiltonian H-冒(pk' pk+1)2+≡(erj- erj~l)2上の運動であるo∫





























































































Ni= (Ni-.- Ni+)+ fi(t))Ni
の時に,戸田方程式が uiに対 して成立する為の条件は,
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wi- eV卜 L eVi+1
●
′ 2 1













と置いて係数比較によ り未知数を求めると,係数比較式の中に重複 した式を生 じ,結
果的には α,β,k,Cl を任意 として次式を得る｡
1 瓜 1-I)12k2sn2α
snx+c l廿 2snα(kDl-1)(DIE-1)


















































= (Mill-Mi-～)Mi(1-Mi)- - ①
この型の式はCowan によって神経回路網の方程式として調べ られたので,以後この
式をCowan方程式と呼ぶ｡








































































a) ち-evi-I-eVi+Iの時 vi- wi-Wi+lに対して原方程式は



























N･- (Nト 1-Ni巾 )N;1

















+C , と置いて係数比醸によ り未知数 を求める
と, α,β, を任意として次式が求まる｡
･i-息忘完COShX㊤coshαcoshX(9 1
①に於いて α-2α′とし, k- 1の極限をとると,②の㊥ 分岐に一致する｡
(診 L力程式の特殊解
Lt i-Aea･2i+ Pt , L2i+I-Ae-a(2i+1)-Pt
と置き,方程式 を分簡 して未知数を求めると, A-㊤ 1, β- ㊤ 2slrlhα を得る｡
((妻は同順 )
b) 1)-ii)の方法の拡張 伸
















Mi-Si,叫 -Tiに対 し二元 Volterra式が得 られる｡







ii) 1-1 1 -1
1-1 1 -1
1 0 0 0-1
1 1 1 1












wi- eVi-2+ eVi-1+ eVi+eVi+1 となる0
●
3)) 2) と同様な方法で,更に原方程式が,周期刃な番付けの際にセクション毎
に異ってよいも0)とすると,更に広 く拡張 される｡ その応用として 3)a)の原方






5) ÷i- eV卜L eVi+1 に対 し, vi- Xi+ yiと置 くと
i)÷i- eyi+I(eXi-1- eXi+1)十 eX卜1(eyト1- eyi+I)
i)Ii- eXi+I(ey卜1- eyi+I)+ eyi-I(eXト 1- eXi+I)
従って i)からは原方程式
xi-(eXi-1- eyi+I)eyi+ I●







が得 られる｡ i)も同様である｡ この操作は無際限に続 けることが出来,一般に右
辺に (eVト1- ｡Vi+1)を含む方程式全部に適用可能である｡又直ちに三つ以上に分
解することも出来るo例えば vi- xi+ yi+ zi に対 し,
evi-1-eVi+I - ey卜l+zi+I(eX卜1-eXi+1)十eXi+l十Z卜l(eX卜L eXi+1)














































が成立っ ｡ これをE方程式 と呼ぶ｡
*)E方程式の特殊解①
Ei-CteX+C2 : X- ai+Pt
と置いて両辺を比較す ると恒等式 となるので, Cl,C2,α,βは任意である｡
②

















mi(mi+.十 m卜1-mi)一m卜 Im汁 l
で与えられ る｡























mi- m ト 1





6) B-C-0,.A≠0の時, -i-JT vi






ノhi十h仙 - ノhト1十 恒
-281-
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となる｡ これ をh方程式 と呼ぶ｡










Qi-AX 2十B:Ⅹ-αi十βt.と置いて係数比較により未知数 を求めると, α,βを任
任意として
α


































⑥の場合 -'i-苛 とおくとW' に対する式は1




























B-㊨ (義 - cosh箸)
βニーをsinhα
を得る｡
6) e′方程式の原方程式 e′方程式は, i)i)のように書換えることによりその原
方程式を求め得る｡























となる｡ これ をH′方程式 と呼ぶ｡
















c h X 十 1
と置 くことにより原方程式が
+1 : X-αi十βt







































































































































pi- Li,Qi-遠 と置 くと
Pi= Qi._r Qi+I




































eち _ ⊥ e 2
a ､
賢. 1 a2 ,Aは任意
を得る｡





























十与 妄i- fi十 fi.1
i) a--1の時
(A+旦旦





i i- fi+ fi+1
Xi
Xi-1~ Xi













6) A-Cの時, vi-A(Ⅹ3+ i )
Ⅹi


















































vi-Yl+Y'i+1 と置 くことによ り
これ をY/方程式 と呼ぶoこれは変換 Y2i-Yr2i, Y,i+I-Y,li+1によってY方程式に
かわる｡

































































i) Z,Z′方程式は変換 Xi=訂 X'i=可 に対して同じ型の硝 式 となるoZ′
減 は変換Xi-轟 に対 して同じ型の方程式となるが, Z方程式は変換
















i)V方程式は変換 vli-1-viに対して同じ型の方程式 となるo又, yi=

















これを-方程式 とよぶO変換 p2i-喜(.1--2i,, P,i.I-喜(1+-2i.I)によ｡pi















W i~ W i-I
wi+Wト1




vi- 甲i- 甲i+1と置 くことによ り,






























Jl㊥ ｡i叫→ - ノ1
ノ1㊥ uiuh 十ノ1 ui
こ れ を u方程式と呼ぶ｡
7) p方程式について

































㊨ A-0･B≠0,C-Oの暗,l Pi-l㊤ e-2B
④の場合複号の㊦に対 してZ'i-eC と置 くとZ'iに対 して Z′方程式が成立する｡複
号のOに対 して zi- eW+ と置 くと ziに対 して Z方程式が成立する○
























ui-iu'i ui十 iこi 2`㊧ ui(ui_1+ui十l) (iは虚数単位 )
*) u方程式の特殊解 (複号の㊤をとった時 )















これをM方程式 と呼ぶo変凱 i-Mi･ 完 二 又 はti-Mi十五 を行 うとLiに
対 して次の形のL方程式が成立つ｡
｡ 1





































①@ を①に代 入すると,Aに関す る方程式が導かれる｡
i)㊤で複号の㊦を入れた時恒等式 となる｡従って α, Pを任意に選んでよく,この
時Aは⑥よ り
A2-喜(-(p･sinha,± sirlhα(2P･=,irlhaH




































2) M方程式の原方程式｡M方程式は i)i)のように書換えることによ り,その原方
程式 を求め得 る｡
? ?? ?

























































































































この方法は直接 Cowan 方程式に適用可能であるが, ここでは等価な方法 として y方















と求まるo 次の場合 yiの表式が簡単 となるo
④ C-昔 の時 yi-i (㊤exp(義 )-1'
① B-書 の時 yi- V.1
lLAa exp(手首 )
⑥C-÷(2B一書)の時 yi- 巴 exp(
Wi
















Ki-一転 l(Ki･lAaKi)(KiA aKi-I)+謹 言 Ki-･.･-⑦
となる.⑥⑦式はKi-AeX :Ⅹ-αi十βt(α,Aは任意 )の形の解をもつ
⑤の場合 Ⅹi= eXp(~芹 ) と置 くと,
Xi=( 十xi . Xi-1 . A
Xi国 axi+1 Ⅹi-1団axi aB-A
)Xi
特に B-0と選ぶと xに対して x方程式が成立っ｡































(2)の場合NTα&i-孟 rMiM i-l) が 証明できるo従-て

















'3'の舶 NTani- 孟 (計 が証明できるO従-て








(4'n場合NTα(Ni･ B)Ni- 孟 (患 )が証 明 できるo従-て
●












これは単に元の徴差分方程式の中に現われ る変数 をす りかえて多元連立式に変えた も

























方程式①とその原方程式鴫 -fiに対し fiが商xTf,のみを含 む時･ これを孟
ヱ 土 に書換 え, Si-- , Ti-岩 と置 くことによ ｡, Si,Tiに対する連立方
Xi
X i+2 Yi+1


























































が成立っ｡これを2元M方程式 と呼ぶ｡この時, xi-SiTi+I, yi-ヮisi+ t に対 し
てはそれぞれ独立にy方程式が成立つ｡




















































2(5 2+f2)+(9 2- f2)ち












2) u方程式 を更に一般化 した式
















布 +W√ ㊥ 柵
に於いて f- 柵 g- 帆 であるか ら
Wi=
が成立っ｡
W卜 1-W汁 l
2(2Wi十W汁l十Wi-1)十(Wi+I-Wi+ 1-W卜l)Wi
-314-
(終 )
